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２０２６年度探究はじめ 
4 月 10 日および 14 日の 2 日間にわたり、全学年合同の探究活動「緑の探究（探究はじめ）」を実施いたしまし

た。本プログラムは、学年の枠を超えた協力体制の中で、科学的な思考力および集団における協働力を養うことを目

的としております。 

1. 実施概要 

本年度の導入企画として、SSH（スーパーサイエンスハイスクール）生徒研究推進委員会の立案による「耐荷重コ

ンテスト」を挙行いたしました。 

課題： 指定された紙のみを用いて、2 つの机の間に橋を構築する。 

評価基準： 構造物の上に積載した荷重（水入りペットボトル）に、どこまで耐えうるかを競う。 

2. 活動内容 

【4 月 10 日】 

 初日は、3 学年混合チーム内での自己紹介（アイスブレイク）に続き、予備実験を行いました。生徒たちは構造 

力学の観点から「いかにして強度を確保するか」について仮説を立て、試作と検証を繰り返しました。 

【4 月 14 日】 

2 日目は、前日の実験結果に基づき「耐荷重コンテスト」を実施いたしました。 

各チームとも創意工夫を凝らした橋を提示し、コンテストは進行しました。競技 

終了後には、結果に対する要因分析と振り返りを行い、客観的な視点から探究 

プロセスの確認を行いました。 

3. SSH 生徒研究推進委員会による主体的な運営 

本企画の最大の特徴は、企画の立案から当日の進行、ルール選定に至るまで、 

SSH生徒研究推進委員が主導した点にあります。生徒自らが「探究の面白さ」を 

伝えるべく準備を重ねた結果、全校生徒が主体的に課題解決に取り組む有意義な機会 

となりました。 

第７４回質量分析総合討論会 
 ６月 11 日にパシフィコ横浜で「第７４回質量分析総合討論会」が行われました。本校から２年生の渡邊さんが「水

の電気分解の物理的妨害」のポスター発表を行いました。ポスター発表では 

多くの学会参加者から直接質問や助言を受けられるため、多くの生徒にとって 

今後内容を磨き上げていける大きな可能性を感じました。 

化学以外にも生物・地学など他分野の学会に参加すれば、異なる視点から 

の助言が得られ、次の研究の糸口となると思いました。また、研究者や大学 

教授、企業関係者など多様な人材が集まる場であり、校外連携の機会として 

も非常に有益であると実感しました。  


